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活動時のパイロットは、真北を 0 度（360 度）とした度数法を使用することが多い。 
計器がない場合や使用できない場合の風速計測方法として、ビューフォート風力階級表
がある。その中で陸上の様子について抜粋したものを表１にまとめた。 
表 1 ビューフォート風力階（出典：ビューフォート風力階級表をもとに、筆者作成） 
状況 陸上の様子 風速予想(ｍ/sec) 
平穏 静穏、煙がまっすぐに上る。 0.0～0.2 
至軽風 風向きは煙がなびくことでわかるが、殆ど感じない。 0.3～1.5 
軽風 顔に風を感じる。木の葉が動く。 1.6～3.3 
軟風 木の葉や細かい小枝が絶えず動く。軽く旗が開く。 3.4～5.4 
和風 砂埃がたち、紙片が舞い上がる。小枝が動く。 5.5～7.9 
2) 雲 
 雲の分類は、1803 年にイギリスのハワードが行った科学的分類をもとに、1896 年国際会
議を経て 10 種類に分類されている。 
 
表 2 国際基準による雲の分類と特徴 













































告された事故件数は、2013 年に 19 件、2014 年に 24 件、2015 年 8 月末日までに 14 件であ
った。事故時における飛行目的と事故原因は、図 4 及び図 5 のとおりである。 
 








































【事例 2】風速 2～4ｍ/sec と推測  
 大会イベント係留のインフレ中の事故。パイロットライセンス所持者 3 名、係留手伝
い経験有りのボランティアスタッフ 2 名、経験無しのボランティアスタッフ 5 名の計 10
名で立ち上げ中、横風を受けて炎の方向が開口部に向いたと思われる。開口部担当者が
火傷を負う。人員配置と指示のミスと報告。 



















事故発生の時間帯は、10 時以降に増加し、12 時～15 時の時間帯が最も多い。事故状況の













 係留は、自由飛行と異なる特徴が大きく 5 つあげられる。 


















































































































































4-23 係留索を固定する地上側の対象は、十分保持力のあるものを使用すること 3）。 








をかろうじて 1 人で抑えることができるとすると、風速 2ｍ/sec になれば同じ力の人が
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